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子
ど
も
を
ど
う
と
ら
え
る
か
（
第
二
回
）

県
教
研
「
能
力
・
発
達
分
科
会
」
十
年
間
の
論
議
か
ら

二、

「
学
力
」
問
題
の
背
景

、．，，a－， （ 

「
援
業
に
つ
い
て
い
け
な
い
」
子
の
急
措

l
l
l
学
習
指
導
要
領
と
「
能
力
主
義
」

l
l
l

学
習
指
導
要
領
に
そ
っ
た
授
業
を
し
て
、
子
ど
も
は
ど
の
く
ら
い

理
解
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
乙
う
し
た
聞
い
に
、
小
学
校
教
師
の
四

九
鎖
、
中
学
校
教
師
の
五
十
労
が
、
「
約
半
数
」
と
答
え
、
乙
れ
に
、

コ
ニ
分
の
一
く
ら
い
」
「
四
分
の
一
く
ら
い
」
と
い
う
答
え
を
加
え

る
と
、
小
学
校
教
師
で
六
五
Mm
、
中
学
校
教
師
で
八
五
Mm
に
な
る
と

い
う
調
査
結
果
が
、
全
国
教
育
研
究
所
連
盟
の
研
究
大
会
で
報
告
さ

れ
た
。
そ
れ
は
、
「
中
教
審
答
申
」
が
出
さ
れ
た
時
と
お
な
じ
時
期

の
一
九
七
一
年
六
月
の
乙
と
で
あ
っ
た
が
、
小
学
校
で
は
、
乙
の
年

片

岡

弘

四
月
か
ら
、
拘
束
力
を
強
め
た
新
指
導
要
領
が
実
施
さ
れ
、
教
科
書

が
全
面
的
に
書
き
変
え
ら
れ
て
い
る
。
と
乙
ろ
で
、
乙
の
指
導
要
領

へ
の
移
行
措
置
は
六
十
八
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
補
助
資
料
等
を

通
し
て
、
内
容
の
先
取
り
が
既
に
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の

ζ

と
を
頭
に
入
れ
て
、
私
た
ち
は
、
教
育
研
究
所
連
盟
の
調
査
結
果

を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
文
部
省
を
代
弁
す
る

人
た
ち
は
、
「
：
：
：
そ
の
原
因
に
つ
い
て
は
報
じ
ら
れ
て
い
な
い
が
、

教
材
内
容
に
よ
る
乙
と
も
、
制
度
・
組
織
に
よ
る
乙
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
先
生
自
身
の
教
育
的
熱
情
に
も
起
因
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
：
：
：

ハ
学
校
時
報
胤
制
高
田
修
H
小
学
椅
長
）
」
な
ど
と
、
故
意
に
問

題
の
本
質
を
す
り
変
え
よ
う
と
画
策
し
た
。

第
二
十
三
次
県
教
研
（
一
九
七
三
年
）
の
「
能
力
・
発
達
・
学
習

と
評
価
」
分
科
会
で
、
小
学
校
、
中
学
校
の
教
師
合
わ
せ
て
二
十
八



人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
、
小
さ
な
調
査
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

料
①
）

子どもをどうとらえるか（第2回〉

l!UfC:対する
回答数小学校13名 中学校15名 計28名
質問1 全国教育研究所連盟の調査では「小中学生の半

数が授業についてい貯ないJといわれています
が、それについて、あなたの学級の実態からどう
ですか。

答 小学校政師 中学校教師
そうである 9 (69%) 11 (73.3%) 
ちがう 4 (3"0.8%) 4 (26.7%) 

質問2 「ついていけない児童生徒jがでてくる原因と
してどんな理由が考えられますか。

答 小学校教師 中学校教師
。教科書に問題がある。

6 (42.2%) 
。児童生徒の能力が低い。

5 (38.5%) 
。教え方がよくない。

5 (38.5%) 
。時間がたりない。

9 (69.2%) 
。その他教育条件がよくない。

3 (23.1%) 1 (6.7箔）

23次教研・岩船支部板垣藤生氏の報告より〈お次『新潟県の
敏宵J)

10 (66.7%) 

6 (40.0%) 

4 (26.7%) 

4 (26.7%) 

資料①

解

解
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乙
の
調
査
で
、
「
つ
い
て
い
け
な
い
子
ど
も
が
出
て
く
る
原
因
と

し
て
、
「
児
童
・
生
徒
の
能
力
が
低
い
」
と
答
え
た
教
師
が
、
小
学

校
で
四
割
も
い
た
と
い
う
と
と
は
気
に
な
る
が
、
教
科
書
の
内
容
や

分
量
〈
配
当
時
間
と
の
関
係
も
含
め
て
）
に
原
因
が
あ
る
と
い
う
回

答
が
七
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
乙
と
は
注
目
す
べ
き
乙
と
で 資

あ
ろ
う
。

実
際
、
職
場
か
ら
は
、
「
教
科
書
が
変
わ
っ
て
か
ら
、
算
教
の
わ

か
ら
な
い
子
が
増
え
た
」
と
い
う
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
、
ま
た
父
母

か
ら
は
、
「
乙
の
頃
，
見
切
り
発
車
’
な
ど
と
い
う
乙
と
ば
を
耳
に

し
ま
す
が
、
学
校
と
い
う
も
の
は
何
な
ん
で
し
ょ
う
か
。
も
っ
と
時

間
を
か
け
て
、
ど
の
子
も
わ
か
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
：
：
：
」
「
テ

ス
ト
、
テ
ス
ト
で
、
い
つ
も
子
ど
も
た
ち
を
追
い
た
て
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
授
業
に
し
て
も
テ
ス
ト
に
し
て
も
、
も
っ

と
先
生
方
の
血
の
通
っ
た
や
り
方
で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
：
・
」
（
二
十
二
次
教
研
）
と
い
う
声
が
挙
が
っ
て
い
た
。

そ
れ
で
は
、
乙
の
七
十
一
年
施
行
の
「
新
指
導
要
領
」
〈
従
っ
て

そ
れ
に
準
拠
し
た
新
教
科
書
）
は
、
そ
れ
以
前
の
も
の
と
比
べ
て
ど

乙
が
違
っ
て
い
た
の
．
な
ろ
う
か
。
詳
述
す
る
ス
ペ
ー
ス
は
な
い
が
、

分
か
り
易
い
例
を
一

t
二
挙
げ
て
み
た
い
。

小
学
校
の
国
語
で
は
、
そ
れ
ま
で
は
、
「
教
育
漢
字
」
と
い
う
と

と
で
、
六
年
間
に
八
八
一
字
を
習
得
す
れ
ば
よ
か
っ
た
の
に
、
乙
の

「
改
定
」
で
、
六
八
年
の
移
行
措
置
以
後
は
、
九
九
六
字
の
漢
字
を

習
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
と
に
な
っ
た
。
し
か
も
、
入
門
期
で

あ
る
一
年
生
で
一
挙
に
三

O
字
も
の
漢
字
を
増
や
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
〈
資
料
②
）
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19邸年指導要領
学年 旧学習指導要領 増減

（官報告示〉

年 46 76 + 30 

2 年 105 145 + 40 

3 年 187 195 ＋ 8 

4 年 205 195 - 10 

5 年 194 195 ＋ 1 

6 年 144 190 + 46 

5十 881 996 + 115 

資料②

小学校で覚える漢字教

明治〈「『落ち乙ぽし』をどうするかJ駒林邦男著

さ
ら
に
、
入
門
期
と
い
え
ば
、
新
一
年
の
四
月
教
材
は
そ
れ
ま
で

は
、
教
材
の
教
を
制
限
し
よ
う
と
す
る
配
慮
が
み
ら
れ
た
。
け
れ
ど

も
、
新
教
科
書
は
、
四
月
の
わ
ず
か
十
数
時
間
の
配
当
時
間
で
、
提

出
文
字
を
ニ

t
三
倍
に
激
増
さ
せ
て
い
る
。
（
資
料
③
）

「
五
歳
児
の
十
一
月
で
、
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
子
ど
も
が
ひ
ら
が

な
清
音
の
読
み
書
き
が
で
き
る
」
と
い
う
国
立
国
語
研
究
所
の
調
べ

が
あ
る
と
い
う
乙
と
で
、
お
そ
ら
く
そ
の
乙
と
を
前
提
に
し
て
、
新

教
科
書
は
作
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

木村隆利氏の資料より再引用）図書

資料＠

人＼
学図 白書 光村 東曾 教出

新版旧版 新版旧版 新版旧 版 新版 新版

みじかい清音 41字 32字 41字 24字 42字 28字 39字 42字

に どった音 9字 5字 8字 2字 10字 0字 5字 6字

’つ ま る Z回包 1字 1字 7字 0字 4字 0字 3字 7字

な が b、z自x. 6字 3字 7字 7字 1字 7字 6字

ねじれた音 1字 O字 2字 O字 0字 2字 O字

ねじれたながい音 O字 0字 1字 0字 0字 1字 1字

は ・お・へ を 0字 は＂、を、 lま、を、 は を は，を戸、

特例表記、記号 0字 0字
おお

0字 いおきう占い 0字 きといお、、 お「お」
きい

「新小学校教科書を告発する」日本教職員組合編より



子どもをどうとらえるか（第2回）

し
か
し
、
仮
に
右
の
研
究
所
の
調
査
結
果
が
客
観
的
な
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
平
均
的
に
曲
さ
れ
た
そ
の
よ
う
な
数
値
を
根
拠
に
し

て
「
ほ
と
ん
ど
の
子
ど
も
は
ひ
ら
が
な
清
音
の
読
み
書
き
が
で
き
る
」

状
態
で
入
学
し
て
く
る
と
断
定
し
、
そ
れ
を
入
門
期
の
文
字
学
習
の

前
提
と
し
て
よ
い
だ
ろ
う
か
。
単
純
に
考
え
て
も
、
ニ
ニ
パ
ー
セ
ン

ト
（
四
十
人
学
級
で
八
・
八
人
）
の
子
ど
も
は
入
学
式
で
既
に
「
落

ち
乙
ぼ
」
さ
れ
て
い
る
乙
と
に
な
る
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
そ
う
と

し
て
、
就
学
時
の
子
ど
も
の
文
字
認
知
の
実
態
は
実
は
も
っ
と
複
雑

な
の
だ
。
二
十
四
次
県
教
研
（
七
四
年
）
の
分
科
会
で
、
入
学
時
の

子
ど
も
た
ち
の
、
「
ひ
ら
が
な
清
音
に
つ
い
て
の
読
み
書
き
の
実
態
」

が
南
魚
・
六
日
町
会
T

校
の
例
と
し
て
報
告
さ
れ
た
が
、
（
資
料
＠
〉

確
か
に
「
読
め
る
子
」
は
増
え
て
い
る
け
れ
ど
も
「
全
部
書
け
る
子
」

は一

O
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
い
な
い
。
そ
れ
が
決
し
て
「
新
潟
の
農
村

の
子
ど
も
た
ち
だ
か
ら
」
と
い
う
特
例
で
な
い
乙
と
は
、
次
の
資
料

が
証
明
し
て
く
れ
る
。
「
資
料
＠
」
は
、
そ
れ
か
ら
九
年
後
の
、
兵

庫
県
西
宮
市
の
一
年
生
の
実
態
で
あ
る
。

「
入
門
期
は
七
月
ま
で
一
学
期
い
っ
ぱ
い
と
し
、
ゆ
と
り
を
持
っ

て
基
礎
的
な
事
項
を
一
歩
一
歩
積
み
上
げ
て
い
く
乙
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
：
：
：
」
と
、
光
村
図
書
の
「
小
学
校
国
語
」
編
集
の
趣
旨

（
一
九
八
三
年
）
に
は
書
い
て
あ
る
。
し
か
し
教
科
書
の
実
際
は
先

に
挙
げ
た
「
資
料
＠
」
の
通
り
で
あ
っ
た
し
、
「
ゆ
と
り
」
と
「
充

実
」
を
う
た
っ
た
そ
の
後
の
「
改
訂
」
（
一
九
八
三
年
六
月
H
現
行
）

で
も
〈
資
料
⑤
が
示
す
よ
う
に
、
就
学
時
の
子
ど
も
の
実
態
は
変
わ

43 

清音〈んを含む） 45文字

誤答率（書く）

資料＠入学時における『ひらがな」清音

の読み書き

資料＠

誤答文字数
人数比

〈パーセント〉。 8.6 

1～5 34.4 

6～10 28.6 

11～15 6.7 

16～20 。
21～25 8.6 

26～30 2.9 

31～35 2.9 

35～40 8.7 

41～45 。

読み書きできな 読めない 書けない

い字教 子ども 子ども

1～5字 5 22 

6～10 2 

11～15 4 

16～20 2 

21～25 3 

26～30 

31～35 

36～40 2 

全部読書できる 32 4 

1983. 4.26調べ西宮高木小 1年

4組（綿『締j427) 

書く乙とについて、筆II国、字形は問題

にせず

《1974.4調査権魚・六日町小学後24次敏研南雲昭三

氏の報告より〉

※ 
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ら
な
い
と
い
う
の
に
）
改
善
さ
れ
る
ど
乙
ろ
か
逆
に
内
容
は
過
密
に
な

た
と
さ
え
言
え
る
の
で
あ
る
。

子
ど
も
が
「
書
け
な
か
っ
た
」
「
ま
ち
が
っ
た
」
文
字
は
ど
の
文

字
な
の
だ
ろ
ラ
か
。
残
念
な
が
ら
、
「
資
料
＠
」
「
資
料
⑤
」
は
そ

乙
ま
で
の
分
析
を
し
な
か
っ
た
。
だ
が
乙
の
乙
と
は
重
要
で
あ
る
。
八

三
年
四
月
に
、
私
自
身
が
一
年
生
の
担
任
を
し
て
お
り
、
そ
の
時
次

の
様
に
書
い
て
い
る
。

「
：
：
：
入
学
時
で
ひ
な
が
な
清
音
の
全
部
が
読
め
た
の
は
、
三
十

人
中
二
十
八
人
で
あ
っ
た
が
、
書
く
段
に
な
る
と
、
特
に
「
む
」

「
め
」
「
ふ
」
「
ゆ
」
な
ど
地
域
性
か
ら
く
る
あ
い
ま
い
な
発
音
の

文
字
や
、
そ
の
外
に
「
ひ
」
「
ね
」
「
わ
」
「
れ
」
「
そ
」
「
な
」

「
を
」
な
ど
、
複
雑
な
運
筆
の
文
字
の
書
け
な
い
者
、
不
完
全
な
者
、

混
同
す
る
者
が
半
数
い
た
し
、
「
J
A
」
「
〉
」
「
ヤ
止
「
4
3」
な
ど

の
鏡
文
字
の
子
が
四
人
ほ
ど
い
た
：
：
：
（
入
門
期
の
文
字
指
導
と
表

現
指
導
）
」

と
乙
ろ
が
、
そ
の
様
な
実
態
の
子
ど
も
た
ち
が
、
教
科
書
で
初
め

て
出
合
う
文
字
は
、
「
み
」
「
え
」
「
る
」
で
あ
り
、
次
が
、
「
は
」

「
し
」
「
れ
」
、
「
は
」
「
や
」
「
い
」
の
よ
う
に
、
か
な
り
運
筆

の
難
か
し
い
文
学
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
五
月
に
入
る
や
い
な
や
、

「
清
音
、
濁
音
、
半
濁
音
、
援
音
の
発
音
や
表
記
の
違
い
に
気
づ
い

て
正
し
く
読
み
書
き
で
き
る
。
（
基
礎
目
標
H
指
導
書
）
」
と
あ
り
、

加
え
て
助
詞
「
を
」
や
長
音
の
表
記
ま
で
出
て
く
る
の
だ
か
ら
、

「
：
・
ゆ
と
り
を
持
っ
て
基
礎
的
な
事
項
を
一
歩
一
歩
積
み
上
げ
て
い

く
（
編
集
の
趣
旨
）
」
乙
と
な
ど
、
至
難
の
業
と
い
う
ほ
か
な
い
で

あ
ろ
う
。

も
と
も
と
書
き
乙
と
ば
の
習
得
は
「
思
考
的
言
語
」
へ
の
第
一
歩

な
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
二
重
の
抽
象
」
〈
ヴ
ィ
ゴ
ツ
キ
l

『
思
考

と
言
語
』
・
明
治
図
書
）
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
高

度
な
難
し
い
と
と
な
の
で
あ
る
。
乙
と
に
か
な
文
字
は
表
音
文
字
で

あ
り
、
「
あ
さ
が
お
」
の
「
あ
」
、
「
あ
ひ
る
」
の
「
あ
」
、
「
あ

た
ま
」
の
「
あ
」
で
あ
る
と
い
う
よ
う
に
、
文
字
の
音
と
、
記
号
と

の
結
び
つ
き
で
あ
り
、
抽
象
化
さ
れ
た
音
符
と
し
て
の
側
面
を
持
つ

か
ら
な
お
さ
ら
と
言
え
る
。

教
科
書
通
り
の
授
業
が
進
め
ら
れ
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
叱

時
激
励
さ
れ
て
、
そ
れ
で
も
子
ど
も
た
ち
は
必
死
に
文
字
を
覚
え
る

だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
乙
か
ら
は
、
「
現
象
か
ら
共
通
点
を
抽
出
し
、

一
般
化
し
て
い
く
」
資
質
は
生
ま
れ
な
い
。
就
学
前
に
文
字
を
教
え

ら
れ
、
読
み
、
書
き
の
か
な
り
で
き
る
子
と
、
そ
う
で
な
い
子
の
較

差
は
、
単
に
、
覚
え
た
文
字
の
数
の
差
の
問
題
を
乙
え
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
認
識
能
力
の
質
の
問
題
に
発
展
す
る
。
思
考
の
発
達
の
順
次
性

を
無
視
し
た
こ
う
し
た
教
え
込
み
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
「
言
語

能
力
」
を
画
一
化
さ
れ
た
基
準
（
そ
の
最
た
る
も
の
は
市
販
テ
ス
ト

で
あ
ろ
う
）
で
し
か
評
価
さ
れ
ず
、
評
価
の
結
果
は
、
あ
た
か
も
個
々

の
、
固
定
さ
れ
た
「
能
力
」
の
よ
う
に
描
き
出
さ
れ
る

l
l私
た
ち

は
、
乙
う
し
た
教
育
の
進
め
方
に
「
能
力
主
義
」
と
名
付
け
た
。

紙
数
の
関
係
で
、
乙
乙
で
は
他
の
学
年
の
場
合
に
ふ
れ
る
乙
と
が
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小学校4年の算数教科書の変化

言＼＼主？ 33 年 45 年

単 フ巳 数 17 25 ，、. 
一 ジ 数 260 254 

かけ算のページ数 52 8 

カー け 算 64 3547 
ぷ盛 え鎧98.

わ り 算 6）τπT 537J 24702 
大 き な 数 － 万 の 位 ・兆の位

大きな数の計算 34576 5~兆あん÷ざ1 万ん〉+ 17506 

分 数 。大きさくらへ．ー~・一A 。たしざん・ひきざん

。三角形・四角形を書く 。ニ角形・四角形を骨く

面 積
。面積

。立方体・直方体の平行・垂直
。体積
。考えましょう
。なかましらべ（集合）

新しい項目 。長さ・重さのはかり方
。計算と式

。口を使った式など

資料＠

むずかしい算数

九 九 ｜小 3→小 2
不等号 ｜ 中 1→小 2
関数 ｜中 1→小 3

図形の合同 ｜ 中 1→小 4

『落ち乙ぼし』をどうするかJ108ページ
〈駒林邦男著・明治図書選等 3) ー木村隆利氏資料より再引用ー

高 1→小 4
中 1→小 5
中 1→小 6
高 1→小 6

い一端一一

で
き
な
い
が
、
小
学
校
一
年
生
一
学
期

で
既
に
以
上
の
様
で
あ
る
乙
と
を
考
え

れ
ば
、
「
半
教
以
上
が
授
業
に
つ
い
て

い
け
な
い
（
教
育
研
究
所
連
盟
調
査
）
」

と
い
う
状
況
の
背
景
に
、
教
科
書
、

（
拘
束
力
を
持
っ
た
）
指
導
要
領
、

教
育
政
策
の
問
題
が
あ
る
乙
と
は
も
は

や
明
白
で
あ
る
。
次
の
算
数
の
場
合

（
資
料
⑥
）
を
見
れ
ば
、
そ
の
こ
と
は

い
っ
そ
う
は
っ
き
り
と
し
て
く
る
だ
ろ

．っ。
(2) 

定
着
し
な
い
「
学
力
」

七
0
年
代
半
ば
頃
か
ら
、
著
し
い
学

力
較
差
と
非
行
の
増
加
が
大
き
な
社
会

問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
て

く
る
。七

六
年
の
五
月
K
、
日
本
教
職
員
組

A
一E
国
民
教
育
研
究
所
が
、
前
年
に
行
っ

た
学
力
検
査
の
結
果
を
発
表
し
た
。

〈
資
料
⑦
）
〈
注
ほ
ぽ
同
じ
時
期
に
、
国
立
教

育
研
究
所
も
同
様
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
）
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〈図表は、日教組・国民教育研の調査から作成〉

＠ 小5・中1テスト問題の正答率比較
10 20 30 40 50 60 70 80 90 

13,000 一3 ’ 901 ；日剖2’‘～

204× 6,090 L抱》～～円岬刷町8円百恥勾点

17’541÷18 ：ベぷ杭2削r-;.叫柿：•.剥舟Mν市むE沿百仲出匝岬屯H悼：日附H山同町時間吋町古川河

26.478÷9.74 ；判明間抑制山肌封印刷問叩：；·；~~＇.~~~＇.；·；~；：.~・.，.，.... .... …名市山叩円相叫問問問自由記府側府和

6.023-4.95 l名副4沼活川》R叫·！•！•

2~ ＋ 3 呈14 14 p 
0.82 x 4 i.:.佐·＝~～ベ2同M～心貝叫虫ν貝芯叩·：·：·：·＞抗d悶〉附屯屯E号月別叫帥目屯日，.，

18.317÷26届亙豆

仁コ小5

騒麹中1

＠計算式から文章題をつくる問題正答率

－テスト問題

＠定着度の弱い現在の漢字学習

…一齢配当

母2年（ 2年）

適2年（4年）

5096 100 96 

①吟kg÷3

48.37前5く:::: 
年校学示5 

＠吟kg+3 kg 

R1 im+3.42m 

@im×3m 〈’22.6

@imx3 
、、
、、 58.5

年授主

①2 !kg+/4£ 

、 5：~浬5~、4., 53.6 

®275円 ÷l~m

@3im × 4~m 

c3!m×4! 

10 耳母

母一二三宮ごご二二二＿：：一三．通

Zら~－二ニ包
耳
母

底50 
底
底〆

今回の調査
一ーーーーー－・1950年文部省調査

小4 小6 中1 中2 中3

※日教組・国民教育研究所調査から

※ 日教組・国民教育研の調査から
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乙
の
検
査
は
、
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
国
語
、
算
数
（
数
学
）
の

学
力
と
、
算
数
（
数
学
）
に
つ
い
て
の
意
識
調
査
を
行
っ
た
も
の
だ

が
、
子
ど
も
た
ち
の
読
み
、
書
き
、
計
算
と
い
っ
た
基
礎
的
な
学
力

の
低
下
、
停
滞
と
較
差
の
拡
大
が
き
わ
め
て
深
刻
で
あ
る
実
態
を
明

ら
か
に
し
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
教
科
書
通
り
に
忠
実
に
授
業
を
や

れ
ば
や
る
ほ
ど
「
落
ち
乙
ぼ
れ
」
の
子
が
増
大
す
る
と
い
う
状
況
が
、

鮮
明
に
浮
か
び
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
小
学
校
五
年
生
と
中
学
校
一
年
生
花
行
っ
た
算
数
の
共

通
テ
ス
ト
で
は
、
総
得
点
で
、
五
年
生
の
方
が
中
学
一
年
生
よ
り
も
、

得
点
分
布
で
は
る
か
に
良
い
結
果
が
出
て
い
る
。
（
資
料
①
l
＠）

計
算
問
題
の
個
々
に
つ
い
て
見
て
も
、
正
答
率
の
比
較
で
、
小
五
の

方
が
中
一
を
、
全
般
的
に
上
回
っ
て
い
る
。
（
同
l
＠
）
「
資
料
⑦
l

＠
」
は
漢
字
の
習
得
状
況
の
調
査
だ
が
、
一
九
五

O
年
当
時
に
文
部

省
が
調
査
し
た
時
点
で
は
、
下
学
年
で
学
習
し
た
文
字
は
、
学
年
を

追
う
に
従
っ
て
定
着
度
を
増
し
て
い
る
の
に
七
六
年
の
乙
の
調
査
で

は
、
全
体
に
定
着
率
が
低
い
だ
け
で
な
く
、
学
年
が
進
ん
で
も
そ
れ

は
上
が
ら
ず
、
む
し
ろ
下
降
す
る
傾
向
さ
え
見
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

乙
乙
に
現
わ
れ
た
学
力
問
題
の
特
徴
は
、
必
ず
し
も
学
習
内
容
が
難

解
な
た
め
に
「
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
乙
と
よ
り
も
、
小
学
校
段
階

で
の
基
礎
的
な
学
習
事
項
が
「
尚
子
力
」
と
し
て
定
着
し
な
い
た
め
に
、

学
年
が
進
む
に
つ
れ
て
ま
ま
す
「
わ
か
ら
な
く
な
る
」
と
い
う
乙
と

に
あ
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
日
教
組
は
、
七
七
年
の
運
動
方
針
で
、

そ
の
原
因
に
つ
い
て
、
「
雑
多
で
無
系
統
で
肥
大
化
し
、
し
か
も
拘

47 

束
力
を
も
っ
と
さ
れ
て
い
る
教
育
課
程
に
起
因
し
て
い
る
」
と
分
析

し
た
が
、
「
指
導
要
領
」
で
拘
束
さ
れ
た
教
科
書
の
実
態
に
つ
い
て

は
、
一
部
分
な
が
ら
、
前
項
で
既
に
述
べ
た
。

さ
て
、
「
定
着
し
な
い
学
力
」
の
問
題
は
、
当
然
の
乙
と
な
が
ら

県
教
研
（
『
能
力
・
発
達
』
）
で
も
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
。
特
に
、

二
八
次
、
二
九
次
、
三

O
次
（
一
九
七
八
年
1
八
O
年
）
に
は
、
国

民
教
育
研
究
所
の
調
査
結
果
を
現
場
で
追
認
し
よ
う
と
す
る
調
査
が

い
く
つ
か
行
わ
れ
、
分
科
会
で
報
告
さ
れ
た
。

「
資
料
＠
」
は
、
三
年
生
の
、
「
三
位
数

t
四
位
数
割
る
一
位
数
」

の
わ
り
算
で
、
一
応
の
指
導
を
終
え
た
後
、
二
か
月
半
後
の
定
着
度

を
テ
ス
ト
し
た
結
果
で
あ
る
。
〈
ニ
九
次
教
研
・
岩
船
支
部
）

乙
乙
で
一
宮
守
え
る
乙
と
は
、
誤
答
率
が
一

O
M
m以
内
の
子
の
誤
答
傾

向
は
、
概
し
て
、
単
純
な
引
き
算
ミ
ス
や
不
注
意
に
よ
る
計
算
ミ
ス

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
誤
答
率
一
五
M
m
t四
O
M
m台
の
子
の
場
合
は
、

計
算
操
作
を
結
局
は
機
械
的
に
覚
え
て
し
ま
っ
て
演
算
し
て
い
る
も

の
と
推
定
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
、
商
の
空
位
で
つ
ま
ず
く
傾
向
を
示

し
て
い
る
と
い
う
乙
・
乙
で
あ
る
。
乙
う
し
た
子
た
ち
が
二
十
七
Mm弱

も
占
め
て
い
る
の
だ
が
、
考
え
て
み
る
と
、
実
は
乙
の
種
の
計
算
に

お
い
て
は
、
商
に
空
位
を
生
ず
る
場
合
の
計
算
操
作
（
蛤
理
操
作
）

が
も
っ
と
も
抽
象
度
の
高
い
思
考
を
要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
彼

ら
は
そ
乙
で
つ
ま
ず
い
て
い
る
の
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
わ
り
算
で

は
乙
の
後
、
四
年
生
の
一
学
期
で
、
「
わ
る
二
位
数
」
の
計
算
が
出

て
く
る
が
、
乙
の
場
合
は
、
仮
商
を
た
て
て
演
算
し
、
ま
た
そ
れ
を
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資料＠

1.問題と正答促着）率 54. 3.12 

題！『 正答 t正答 題；t正答 題！正答
；正答

問 問
題’l倒 間 問 問

題！i (96) 
！倒 ，倒 E働

4ア窃tr:93.3 9)4百円90.9 2アτ富一；86.7 2六百「：86.7 8了官「： 90.0 

sn石一l83.3 3ア百2:86.7 1）否「： 83.3 6市 nr：叩.o3ア-ms-:86.7 

4）宮窃7i70.0 6)2夜宮180.0 3河m:10.0 7)宮古川.o 6 ）百~： 73.3

9)3駕B"l83.3 3π否rr:ss.1 1）壱萄4:86.7 8アマ郡吉：80.0 7)顎mn13.3 

（テスト実施人員3年生.30人〉

83.3%) 〈※全問題

2. 得点分布と誤答傾向（但1題5点、全題正答100点〉

考備伊j答誤点教｜人数倒

11人

(36.7) 
100 

＠単純な引き算ミス

＠＠不注意による操作ミス〈との傾

向が最も多い）

商、空位処理のまちがい (1名）

誤答か所

R1人 R1人＠2人⑫2人

@2人 R1人⑮1人＠ I人

R2人 （誤答率8.13%)

＠ 

※ 

R 1427…5 
7)9罰百

7 
29 
28 
19 
14 
54 
49 
5 

c 51 
9）否T

45 
17 
9 
4 

95～18人

叩 r<2s.1) 

側
市

8
一
部
認
一
沼
郡
一
1

AUτ 

＠
 

雌
爾

7

一m
m
一2一
日
回
一

o

守

S

＠
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点教 人数倒 誤 答 例 備 考

85～ 3人 ＠ 2890 ＠ 635…2 ＠＠商の空位の理解十分でない者1

80 (10.0) 
3)羽2f 7）五44

名 (12月指導時JC欠席のため理解不十
6 42 
24 24 分のままになっていたと思われる） 2 
24 21 
27 37 学期には一応理解していたが忘れてし

27 35 まったと思われる者1名。 2 
＠不注意のための操作ミス 1名

※ 誤答か所

@2人⑬3人＠I人⑬2人

@1人 〈誤答率15.0%) 

70- 5人 ① 438 ＠ 107 ①かけざん九九のまちがいによる者

ω (16.7) 6)2夜7 6ア百官
1名24 6 

22 42 ＠＠⑤＠＠ 商の空位の理解ができて
18 42 
42 。いない者4名

4~ ① 操作は身につけたが機械的に覚え

、
て演算している乙とを示すと，思われる

＠ 誤り 3名
89…7 

マ時間切れで＠＠＠の3題を残して提2了τ苦言
① 3…4 16 出した者1名

8アヲ宥 25 

2: 1~ マ意欲をなくし本気でやらなかったと

思われる者1名

※ 誤答か所

@I人①1人①1人＠I人

@I人 c2人⑤1人＠2人

R1人＠1人＠2人＠2人

⑬2人＠5人＠1人＠2人

⑮3人＠2人（空白 3を含む）

@1人＠1人（誤答率お%）
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点教 人数（%｝ 誤 答 例 儲 考

25～ 3人 ＠ ＠①操作の理解が十分できていない

15 (10.0) 
6)2夜玄

（病気のため欠席が多く理解不十分の
2422 

ままの者） 1名
18 
42 誤答15のうち12を＠あるいは＠のやり

3~ 方で誤算している。

マ除法の意味など十分理解できず、簡

単な操作（①～＠）にはとりくむが

⑥～以降では意欲も自信もなく、中途

半端な演算や空白のままで提出した者

2名

（平均82.8点、全体の誤答率16.196) 

岩船支部の報告から

修
正
し
て
い
く
な
ど
、
さ
ら
に
高
い
思
考
の
抽
象
性
と
論
理
性
を
身

に
つ
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
小
学
校
三

t
四
年
生
の
子
ど

も
た
ち
が
、
低
学
年
の
子
ど
も
に
お
け
る
直
観
的
な
い
し
は
具
体
的

な
操
作
の
思
考
の
時
期
か
ら
高
学
年
の
子
ど
も
に
お
け
る
論
理
的
操

作
の
思
考
（
言
語
的
思
考
）
の
時
期
へ
の
過
渡
的
段
階
に
あ
る
の
だ

と
い
う
点
か
ら
み
て
、
指
導
方
法
の
検
討
は
も
ち
論
、
教
材
の
配
列

や
指
導
時
間
、
場
合
に
よ
っ
て
は
教
材
そ
の
も
の
の
適
否
も
含
め
て
、

吟
味
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

「
資
料
⑨
」
は
、
中
学
二
年
生
に
対
す
る
定
着
度
テ
ス
ト
の
結
果

で
あ
る
が
、
紙
数
の
関
係
で
、
乙
乙
で
は
資
料
の
提
供
だ
け
に
と
ど

め
る
。な

お
、
「
学
力
」
回
復
に
向
貯
て
の
さ
ま
ざ
ま
な
と
り
く
み
に
つ

い
て
は
、
項
を
改
め
て
後
述
し
た
い
。

第29次教研「能力・発達j分科会

(3) 

ゆ
が
み
を
抱
え
こ
ん
だ
「
学
力
の
土
台
」

「
定
着
し
な
い
学
力
」
の
背
景
に
「
雑
多
で
無
系
統
で
肥
大
化
し

た
教
育
課
程
”
〈
教
科
書
）
』
が
あ
る
乙
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た

が
、
同
時
に
、
子
ど
も
た
ち
自
体
が
、
学
校
教
育
で
受
け
る
科
学
や

文
化
を
、
豊
か
に
受
容
し
得
る
素
地
を
著
し
く
欠
い
て
い
る
の
で
は

な
い
か
、
と
い
う
問
題
が
新
た
に
浮
上
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
。

北
魚
支
部
の
目
黒
和
男
さ
ん
は
、
四
年
生
の
算
数
の
実
際
調
査
を

通
し
て
、
「
子
ど
も
た
ち
の
学
力
の
実
態
と
し
て
、
よ
く
『
計
算
は



51 子どもをどうとらえるか（第2回〉

間 題 誤答〈誤答率）

(1) 72-16 11人 (l0.9%)

16 (2) 123÷32 10人（ 9.9%) 

(3) 15×38 15人 (14.9%)

級 (4) 1.000÷125 9人（ 8.9錨〉

(5) 195÷~3 11人 (10.99.6), 

(l) 40×20-7 -5 26人〈お.7%)
． 

15 (2) 25×15-9÷3 55人（54.6%)

(3) 28× (120 -15）÷140 お人（24.8~百〉

級 (4) 14×30÷5-30 24人（23.8%）・

(5) 8 x (45-40）ー240÷16 44人（43.6%)

3 
(1) ーは（

8 
〉が3つ集まってで・きた数で・ある。 21人（20.8%)

(2）·ー3 に等しい分数は~ー2） で小数は（ 〉である。
11人 (10.9%)

14 
21人（20.8%)

(3) 0.125と等しい分数は1ーで1ある。
8 

39人（38.7必〉

級 ｛剖 分母が8で1と等しい2(分ー5) 数では〈 〉である。 14人 (13.996)

応） 3 ~持川数は ある。 15人 (14.9%)

2 1 2 
(1) ー＋一一一 34人（お.796)

3 2 5 
13 包l2.0T×49 お人 （24.~96)

(3) 5.04÷36 お人（34.796)・

級
1 5 

16人 (15.896)(4) 2ー＋ 1ー
7 7 

5 2 4 
(5）ー÷ー×ー 35人（34.796)

8 7 7 

1 2 
(1) （ー＋ー〉×6 お人（34.796)

4 3 
5 7 

12 (2）ー× 1- 26人 (15.896)
13 6 
4 17 

(3) ー〈一一0.65) 44人（43.696)
9 20 

3 1 5 1 3 
級 位｝ ｛（ー＋ー〉×一一一｝÷ー 46人〈邸.596)

5 3 7 6 8 
3 1 

(5) (2.125+ 2ー〉 ÷4-
8 2・ 

白人（53.596)
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＜中学2年生数学診断テストの結果＞

〈テスト実施人員 68人 s 54.10. 26) 

間 題 誤答（誤答率〉

(1) 5 - （ー 3) 16人（23.6 96) 

(2) ( -12) + 4×5÷ 〈ー 3) 26人（犯.396) 

(3) (-6）÷（－ 3) x （ー 6) 47人（69.1 96) 

(4) (-6) X7-48÷ （－ 6) 53人（73.096) 

(5) -3-(-5）×（ 3 -7) ー2×（－ 3) 44人（64.796) 

(1) 7X-8+5X+2 31人｛45.6労）

(2) 5a-8+b-7a+3b 33人（48.696) 

(3) 12 x y÷3 x×6 y÷4X 44人（64.7労〉

(4) 13 x÷XXY-5Y+3x 55人（81.096) 

(5) 15 a×a÷3 a -12 a÷a 48人（70.6 96) 

。テスト結果からわかるととは……

。くり上り、くり下がりの加減の計算で、約1096の生徒がつまづいている。

かけ算、わり算のつまずきの生徒もほぼ同ーの生徒である。 ω、2～3年で

おち乙ぼれた届）

。整数の加減乗除の混合計算では、 2096～5096とつまずきが増加している。

。分数・小数の加減乗除の計算では異分母の計算になると30労以上の生徒が

つまずいている。 （小学校5年の分数で落ち乙ぼれた厨）

。分教・小数の加減乗除の混合計算では3096～5096以上のつまずきができて

いる。

※。さらに中 1の負の数の計算でつまずきの生徒が増加し、単項式・多項式の

加減乗除の計算では50%～8096と、落ち乙ぽれ生徒を多くっくり出している

ととに驚かされる。

第30次県教研「能力・発達」分科会岩船支部森川信夫氏の報告から



子どもをどうとらえるか（第2回）

で
き
る
の
だ
が
、
文
章
題
に
弱
い
』
と
言
わ
れ
る
が
、
一
つ
に
は
、

演
算
の
固
有
の
意
味
も
考
え
ず
安
易
に
立
式
し
て
し
ま
う
。
二
つ
に

は
、
事
象
の
関
係
を
数
や
数
式
と
し
て
抽
象
化
で
き
な
い
。
三
つ
に

は
、
数
量
に
つ
い
て
の
正
し
い
理
解
、
認
識
を
し
て
い
な
い
」
と
分

析
し
、
い
く
つ
か
の
文
章
題
に
つ
い
て
誤
答
の
傾
向
を
調
査
し
た
。

ω

・

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
剛
併

1
5
8
M
γ
が

R
’

品

V

A
印
税
M
f
d

パ

吋

】

q

t

τ
M附叫
o

剛
叫
明
市
窪

J
M
T
P
N
1
5
4
a
「
下
。
令
市

S
剛
併
存
詣

1
4
）

叶

－

ω
E

E
A，
叫
す
」
と
い
う
艮
題
で
「
N

！
＋
！
」
と
立
式
し
た
子
が
二

吋

吋

十
三
人
中
五
人
も
い
た
乙
と
を
取
り
上
げ
、
「
結
局
、
み
そ
と
た
る

の
関
係
を
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
か
っ
た
」
せ
い
だ
と

回
ー
臼

1
8

考
察
し
て
い
る
。
（
三
五
次
県
教
研
H
一
九
八
五
）
乙
う
し
た
イ
メ
ー

ジ
カ
の
貧
し
さ
は
、
今
日
の
子
ど
も
た
ち
の
、
遊
び
ゃ
労
働
経
験
の

欠
却
に
よ
る
諸
能
力
の
未
発
達
と
深
く
結
び
つ
い
て
お
り
、
さ
ら
に

は
、
「
子
ど
も
た
ち
の
一
日
の
生
活
の
中
で
、
学
校
生
活
を
除
く
時

間
の
ほ
と
ん
ど
が
、
テ
レ
ピ
、
ラ
ジ
オ
、
マ
ン
ガ
、
ゲ
l
ム
な
ど
に

奪
わ
れ
て
い
る
。
ま
っ
た
く
受
身
的
情
報
の
洪
水
の
中
に
流
さ
れ
て

い
る
と
も
い
え
る
。
即
物
的
・
反
射
的
な
パ
タ
ー
ン
は
、
子
ど
も
た

ち
の
内
面
か
ら
変
え
つ
つ
あ
る
。
『
人
に
対
し
て
働
き
か
け
る
』

『
物
に
対
し
て
身
体
を
動
か
し
て
働
き
か
け
る
』
と
い
っ
た
能
動
的

活
動
が
次
第
に
疎
ま
し
く
な
っ
て
い
く
の
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
週
刊
・

月
刊
の
マ
ン
ガ
雑
誌
の
氾
濫
も
ま
た
、
暴
力
と
愛
の
な
い
セ
ッ
ク
ス
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な
ど
、
子
ど
も
の
思
考
や
行
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
ア

イ
ド
ル
の
美
化
現
象
か
ら
行
動
パ
タ
ー
ン
の
模
倣
化
現
象
に
転
化
し

て
き
て
い
る
：
・
」
〈
三
五
次
教
研
、
北
蒲
、
新
発
田
支
部
H
稲
葉
正

美
さ
ん
の
報
告
）
と
い
う
状
況
の
中
で
ゆ
が
め
ら
れ
、
そ
れ
は
学
力

形
成
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
を
も
た
’
り
し
て
い
る
。

一
年
生
の
六
月
、
国
語
の
教
材
に
、
見
聞
き
で
、
「
つ
く
え
が
あ

る
。
／
乙
く
ば
ん
が
あ
る
。
／
と
も
官
ち
が
い
る
。
／
わ
た
し
た
ち

の
く
み
。
／
ぼ
く
た
ち
の
く
み
。
」
〈
光
村
・
乙
く
ど
上
）
と
い
う

の
が
あ
る
。
「
並
行
し
て
『
も
じ
の
ほ
ん
』
に
よ
る
文
字
指
導
を
や
っ

て
い
る
の
だ
か
ら
、
乙
乙
で
は
文
字
の
指
導
を
中
心
に
す
え
る
必
要

は
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
叙
述
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
ら
を
、
実
際
の

事
物
や
子
ど
も
た
ち
の
生
活
経
験
と
結
び
つ
け
て
、
鮮
や
か
に
表
象

化
さ
せ
る
乙
と
が
だ
い
じ
で
あ
る
。
一
斉
の
音
読
で
は
ほ
と
ん
ど
よ

ど
み
が
な
く
、
す
ら
す
ら
と
子
ど
も
た
ち
は
読
ん
で
い
る
が
、
『
つ

く
え
が
あ
る
』
と
大
き
な
声
で
唱
和
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
果
た

し
て
何
人
が
、
そ
の
情
景
を
頭
に
思
い
浮
か
べ
て
い
る
だ
ろ
う
か
：
・
」

と
と
ら
え
て
、
授
業
者
は
、
乙
と
ば
を
子
ど
も
た
ち
の
生
活
経
験
と

い
か
に
結
び
つ
け
、
叙
述
さ
れ
て
い
る
乙
と
が
ら
を
い
か
に
し
て
子

ど
も
た
ち
の
脳
裏
に
再
現
さ
せ
る
か
に
力
点
を
置
い
て
授
業
を
す
す

め
た
。
と
と
ろ
が
、
授
業
の
終
末
に
な
っ
て
、
教
師
が
範
読
し
た
後

「
さ
あ
、
教
室
の
中
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
ロ
目
を
つ
ぶ
っ

て
思
い
浮
か
べ
て
ど
ら
ん
」
と
問
い
か
け
た
の
に
対
し
て
、
返
っ
て

き
た
子
ど
も
た
ち
の
答
は
、
「
か
い
じ
ゅ
う
が
み
え
る
」
「
ぼ
う
そ
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う
ぞ
く
が
い
る
よ
」
「
し
む
ら
が
い
る
」
で
あ
っ
た

0

・
も
ち
論
、
全

員
が
そ
う
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
問
題
は
、
「
つ
く
え
が
あ

る
」
と
い
う
教
科
書
の
文
を
、
見
か
け
は
上
手
に
読
ん
だ
と
し
て
も
、

例
え
ば
「
つ
く
え
」
と
い
う
語
が
子
ど
も
に
と
っ
て
は
き
わ
め
て
表

示
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、
そ
の
表
象
的
内
容
を
著
し
く
欠
い
て
い

る
と
い
う
乙
と
で
あ
る
。
そ
し
て
同
時
に
、
教
室
で
勉
強
し
て
い
る

時
で
も
、
一
た
ん
目
を
閉
じ
る
と
た
ち
ま
ち
怪
獣
や
志
村
某
な
ど
の
．

表
象
で
頭
の
中
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
し
ま
う
子
ど
も
た
ち
が
い
る

と
い
う
乙
と
で
あ
る
。

以
上
は
、
一
年
生
を
担
任
し
た
時
の
私
自
身
の
経
験
で
あ
る
。

（
一
九
八
一
年
）

私
た
ち
は
昔
、
乙
た
つ
に
あ
た
り
な
が
ら
母
や
祖
母
か
ら
昔
話
を

聞
い
た
。
母
や
祖
母
に
そ
う
沢
山
の
昔
話
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
が
あ
っ

た
と
は
思
え
な
い
。
同
じ
話
を
く
り
返
し
聞
か
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。

し
か
し
、
飽
く
乙
と
な
く
そ
れ
を
せ
が
ん
で
聞
い
た
の
は
、
聞
く
度

に
、
場
面
の
形
象
を
聞
き
手
（
子
ど
も
）
自
身
が
ふ
く
ら
ま
せ
得
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
子
ど
も
は
あ
そ
び
の
中
で
、
豊
か
に
表
象
を
形
成

す
る
能
力
を
蓄
え
た
か
ら
、
同
じ
話
を
聞
い
て
も
、
一
つ
ひ
と
つ
の

場
面
の
形
象
を
常
に
新
し
く
、
よ
り
豊
か
な
表
象
の
世
界
と
し
て
構

築
す
る
乙
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
今
日
の
子
ど
も
た
ち
は
、
あ
そ
び
な
ど
の
自
己
体

験
を
通
し
て
表
象
を
形
成
し
、
乙
と
ば
を
獲
得
す
る
乙
と
が
極
端
に

不
足
し
て
い
る
。
よ
り
多
く
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
映
像
と
結
び
つ
け
て
、

乙
と
ば
を
身
に
つ
け
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
当
然
乙
と
ば
の
意

味
が
わ
か
る
の
に
必
要
な
感
性
的
体
験
が
希
薄
に
な
る
。
し
が
も
、

' 

映
像
文
化
は
、
き
わ
め
て
感
覚
的
な
次
元
で
子
左
も
に
乙
と
ば
選
び

を
要
求
す
る
か
ら
、
子
ど
も
は
リ
ア
ル
に
現
実
を
見
つ
め
る
乙
と
を

学
ぶ
乙
と
が
で
き
な
い
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
日
の
子
ど
も
た
ち
は
、
消
費
文
化
の

氾
濫
の
中
で
、
生
活
に
根
ざ
し
た
要
求
を
育
て
ら
れ
ず
、
幼
児
期
に

お
い
て
の
「
見
た
て
遊
び
」
か
ら
「
役
割
遊
び
」
へ
の
発
展
を
経
験

し
な
い
で
学
令
に
達
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
に
違
い
な
い
。
彼
ら
の

遊
び
は
だ
か
ら
、
小
学
生
に
な
っ
て
も
与
え
ら
れ
た
映
像
の
お
か
じ

さ
や
か
っ
乙
よ
さ
の
み
が
動
機
に
な
っ
て
、
そ
れ
を
模
倣
す
る
だ
け

に
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
遊
び
の
な
か
で
駆
使
す
る
表
象
は
、

当
然
の
乙
と
な
が
ら
映
像
で
得
ら
れ
た
心
象
の
域
を
出
る
乙
と
は
で

き
な
い
。
子
ど
も
の
欲
求
は
、
映
像
の
中
の
ヒ
ー
ロ
ー
た
ち
が
満
た

し
て
く
れ
る
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
坂
元
忠
芳
氏
（
都
立
大
学
）
は
、
「
学
力
発
達
の
す

じ
み
ち
に
つ
い
て
」
（
『
子
ど
も
と
教
育
』
一
九
七
八
・
五
）
と
い

う
論
文
の
中
で
、
「
学
力
の
発
達
的
構
造
を
考
え
る
場
合
花
、
ど
う

し
て
も
問
題
に
な
っ
て
く
る
の
は
学
力
の
土
台
と
い
う
乙
と
だ
」
と

述
べ
、
「
ひ
と
つ
は
、
な
に
よ
り
も
身
体
を
自
由
に
動
か
し
、
感
性

を
豊
か
に
働
か
せ
て
能
動
的
に
も
の
ご
と
に
働
き
か
け
る
力
」
で
あ

り
、
「
も
う
ひ
と
つ
は
、
基
礎
的
な
知
識
に
よ
っ
て
も
の
ど
と
を
経

験
的
に
分
析
・
総
合
し
て
い
く
｜
｜
い
わ
ゆ
る
考
え
る
力
」
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。
今
日
の
子
ど
も
た
ち
の
実
態
は
、
ま
さ
に
「
認
識
能

力
と
し
て
の
学
力
」
の
発
達
の
土
台
に
お
い
て
す
で
に
、
大
き
な
ゆ

が
み
を
抱
え
と
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

（
以
下
次
号
〉
〈
岩
船
郡
荒
川
町
金
屋
小
学
校
〉


